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公益財団法人アサヒグループ財団 



２０２６年度 事業計画書 

 

合併後４年目となる本年度、多様化する社会課題に向き合い、持続可能かつ創造的で豊

かな社会の実現を目指して、芸術文化並びに学術研究の振興、両分野の協創を通じた新た

な価値の創出への貢献を実行する。 

学術研究助成は、専門性の高い学術研究に対する助成活動を行い、対象とする研究分

野の学会、研究者への一助とするために事業活動を展開し、知の創造と発展に向けた支援

を行う。 

２０２５年度の助成先による研究結果の報告会は、実開催とオンライン開催を併用したハ

イブリット開催を予定し、選考委員の先生方をはじめ、役員、アサヒグループ参加者の意見

交換の場とする。それらを踏まえて最終報告を研究紀要としてとりまとめ、財団Ｗｅｂサイトで

広く発信する。 

芸術文化活動としては、アサヒグループ大山崎山荘美術館の運営を中心に活動する。ま

た、美術館運営事業と関連性の高い伝統工芸の技術の保存と活用、芸術文化向上に寄与

する活動に対して助成を行う。 

 

主たる事業の計画 

 

１．学術研究活動への助成 

「食・生活部門」と「環境・サステナビリティ部門」の２部門について、総計１２２件（２０２５年

度９９件）の応募案件から選考した１７件に対して総額１，６００万円の助成を実施する計画

とする。 

 

２．助成研究のサポート、社会発信 

助成先の研究者の結果発表を控えた段階で、財団選考委員を中心に、対象分野の研究

者に参加を求めて、研究結果報告、意見交換の場を提供する。様々な視点からの助言にも

とづき研究成果をブラッシュアップするとともに、理解しやすい内容にまとめ、研究結果は

｢研究紀要｣として記録し、財団Ｗｅｂサイトで広く社会に発信する。 

また、助成研究や顕彰に関連するテーマについて、講演・シンポジウム等、広く一般向け

の情報発信の機会の提供を実施する。 



 

３．学術顕彰事業 

アサヒグループ学術振興財団において２０２２年度より再開した顕彰事業を、２０２６年度

以降も継続して実施する。昨年８月下旬より、対象者（過去５年研究助成授与者９２名）に対

して募集要項を送付し、９月１日から３０日の間で申請を募った。結果、４名の申請を受理し、

選考委員会（２０２５年１２月５日）を実施し、２名の研究者を選考した。 

研究賞受賞者には、記念講演の実施を依頼し、内容は一定期間財団ＷＥＢサイト等で広

く発信する。 

 

４．芸術文化活動への助成支援 

公益社団法人日本工芸会は「日本伝統工芸展」をはじめ、伝統工芸の技術の保存と活

用、伝統文化向上に寄与する目的で開催されており、当財団は２００８年から助成をしてい

る。 

助成を通じて得られた知見や、主催者である日本工芸会との人脈を、アサヒグループ大

山崎山荘美術館の運営に活かしている。 

本年も引き続き「日本伝統工芸展」を中心とする公益目的事業の活動費として、日本工芸

会へ５０万円の助成を実施する計画である。 

 また、美術館運営にあたり、地域連携や多様性の促進等を目的とした関連団体との共同

取組について助成を含め検討する。 

 

５．アサヒグループ大山崎山荘美術館の運営 

アサヒグループ大山崎山荘美術館は、常設展・企画展・地域貢献活動・教育普及活動

等を通して、楽しい生活文化の創造を提案し続ける。 

２０２６年度は、４月に開館３０周年を迎えることを記念し、２０２６年３月２０日から開館３

０周年記念企画展を順次開催する。 

また、４月１８日に記念式典を開催し、３０年にわたり支えて下さった方々へ感謝の気持

ちを届ける。５回にわたり記念講演会を開催し、美術館開館並びに運営に深い関係のあ

る著名人を招いて美術館の魅力を語って頂く。 

開館３０周年のコンセプトには「訪れるたび、心がうごく」を掲げ、何度来館しても新たな



発見がある美術館であり続けたいという願いを込め、１年を通して関連取り組みを推進し

ていく。 

運営にあたっては、展示（展覧会）を中心として以下７つの活動を進める。 

 

１） 展示（展覧会） 

当館の資産である所蔵品コレクションを最大限活用しながら、テーマ性・ストーリー性を

持った常設展・企画展を実施する。 

 

【２０２６年度展覧会概要】 

① 「没後１００年 クロード・モネ展」 

２０２６年３月２０日（金・祝）～ ２０２７年４月１１日（日）  

建築家の安藤忠雄氏が設計した展示室「地中の宝石箱」（地中館）にて、コレクショ

ンの軸の一つであるクロード・モネ作品を通年で展示。≪睡蓮≫５点、≪日本風太

鼓橋≫ほか３点の所蔵作品８点を全て公開するのは、１０年ぶりとなる。 

② 「共鳴 河井寛次郎×濱田庄司 山本爲三郎コレクションより」 

２０２６年３月２０日（金・祝）～ ２０２６年９月６日（日）  

当館の所蔵する山本爲三郎コレクションは、民藝運動の中心的人物であった陶芸

家 河井寛次郎と濱田庄司の作品を中心に構成される。学生時代に出会い、その

後も生涯を通じて深い親交によって結ばれた二人の人生と作品の変遷をたどる。 

③ 「ジョルジュ・ルオー」（仮称） 

２０２６年９月１９日（土）～２０２６年１２月６日（日） 

パナソニック汐留美術館が所蔵するルオー・コレクション約４０点とともに、当館所

蔵のルオー作品を展示する。キリストの肖像や道化師など、聖俗の両面を主題に

した作品群から、ルオーがそれぞれに込めた聖性を浮き彫りにする。 

④ 「萩尾望都展 －欧州への憧憬」（仮称） 

２０２６年１２月１９日（土）～２０２７年４月１１日（日） 

日本を代表する漫画家・萩尾望都氏の貴重な原画の数々を、欧州をテーマに展覧

する。イギリスのチューダーゴシック様式が建築の特徴である洋館・大山崎山荘

（本館）をもつ当館で、萩尾氏の描く作品世界の魅力に迫る。 



 

２） 作品収集・保管 

山本爲三郎コレクション（民藝運動ゆかりの作品）、アサヒグループ所有コレクショ

ンを中心とした当館所蔵品を公共の財産として未来につなぐ。 

当館コレクションと親和性の高い作品については、寄贈受け入れや購入を検討す

る。 

収蔵庫が容量不足であり、かつ作品の管理活用の促進を図るため、外部倉庫借

庫（ヤマト運輸 京都美術品支店）を更に進める。 

 

３） 調査・研究 

当館所蔵品の研究深耕を継続するとともに、将来開催の企画展に向けた準備と合

わせ、学芸員の専門性を高めるため継続的な調査研究活動を進める。 

 

４） 教育普及・地域貢献 

・地域社会の創造性を高める拠点として、京都府乙訓（おとくに）・洛西地区を中心

とした児童の教育普及活動を行う。具体的には、2024年度に再開した地元小学校

への出前授業（３年生～５年生を対象）や、中高生の職場体験受け入れ・インター

ンシップ等を引続き進める。 

・地域活性のプラットフォームとしての役割を果たす。地域の国宝・文化財施設、お

よび京都府とのネットワークを強化し、観光客誘引に貢献する。同じく設立３０周年

を迎えた「大山崎ふるさとガイドの会」との連携を深める。 

 

５） リスクマネジメント： 

自然・人為災害、業務妨害に対する対応策の総点検と訓練を継続実施する。 

 

６） ３０周年記念講演会の開催 

  【講演会 概要】 

①建築家 安藤忠雄氏「可能性を求めて ～大山崎山荘美術館の 30年～」 

２０２６年４月１８日（土） リーガロイヤルホテル京都にて開催 



②元咲くやこの花館名誉館長 久山敦氏「園芸課モネとその背景」 

２０２６年６月６日（土） 同上 

③日本民藝館館長 プロダクトデザイナー 深澤直人氏「山本爲三郎コレクションと

日本民藝館」 

２０２６年６月１３日（土） 同上 

④大原美術館館長 美術史学者 東京大学名誉教授 三浦篤氏「日本におけるク

ロード・モネ」 

２０２６年１０月１７日（土） 同上 

⑤作家 原田マハ氏「美の宝石箱 開館３０周年 大山崎山荘美術館の魅力」 

２０２６年１１月８日（日） 同上 

   

 ７）その他の取り組み 

①お客様対応・接遇クオリティの向上 

受付・ショップ・喫茶・館内案内・送迎サービス・問い合わせ対応等、お客様対応・

接遇のクオリティを向上させる。 

②施設の維持・管理・整備 

お客様の安心・安全の確保、所蔵品の保存、お客様の満足度向上のための持続

的な施設維持のための整備を行う。 

③広報発信の強化 

従来型メディア（新聞、雑誌、テレビ、ラジオ）に加え、SNS等を活用した情報発信

を強化する。 

 

主たる事業の予定 
 

２０２６年度(２０２６年４月１日～２０２７年３月３１日) 

年 月 日 項目 摘要 

2026 4 14 研究助成授与式 

研究賞授賞式 

・2026年度助成先研究者を対象に開

催 

・2026度受賞者を対象に開催 

 5 26 理事会 ・2025年度事業報告・計算書類等承

認の件 



 6 18 定時評議員会 

 

・2025年度事業報告の報告、計算書

類等承認の件 

 9 1 研究賞の公募開始 募集期間：～9/30 

 9 上旬 日本工芸会への助成  

 9 19 大山崎山荘美術館企画展 「ジョルジュ・ルオー」（～12/6） 

 10 下旬 研究結果報告会 2026年度学術研究助成の報告 

2部門ごとに開催 

 11 1 学術研究助成公募  募集期間：～11/30 

 12 中旬 研究賞の選考委員会  

 12 19 大山崎山荘美術館企画展 「萩尾望都展」（～2027/4/11） 

2027 ２ 上旬 助成選考委員会 2部門ごとに実施 

 ３ 上旬 理事会 ・2027年度事業計画・収支予算の

承認の件 

以上 

 


